
平成１１～１８年度

〈投手部門〉選手・１試合
◇最多奪三振数 10 個 H18 館崎　文（Ｔｒｉｎｉｔｙ）

◇最少投球数 61 球 H11 天羽幸子（箕面ＭＡＰＬＥ）

◇最多投球数 140 球 H18 館崎　文（Ｔｒｉｎｉｔｙ）
※最少投球数は７イニング以上

〈打者部門〉選手・１試合
◇最多安打数 5 安打 H17 西口早和香（豊中ファイヤーズ）

◇最多得点数 4 点 H17 西口早和香（豊中ファイヤーズ）

◇最多打点数 6 点 H18 天羽幸子（箕面ＭＡＰＬＥ）

◇最多犠打数 3 個 H12 村井倫子（交野パールズ）

◇最多四死球 3 個 H12 村上和子（神田クラブ）

◇最多盗塁数 3 個 H11 甘田和子（泉ヶ丘女子）

◇最多二塁打 2 本 H11 吉見洋子（オールオオサカ）

◇最多三塁打 2 本 H16 松井里美（ジョインズ）

◇最多本塁打 2 本 H12 塩谷知子（国分フレンズ）

〈打者部門〉チーム・１試合
◇最多安打数 21 安打 H17 豊中ファイヤーズ 対畷チャンピオン

◇最多得点数 22 点 H17 豊中ファイヤーズ 対畷チャンピオン

◇最多打点数 19 点 H17 豊中ファイヤーズ 対畷チャンピオン

◇最多犠打数 6 個 H15 箕面ＭＡＰＬＥ 対錦ドルフィン

◇最多四死球 11 個 H11 箕面ＭＡＰＬＥ 対日置荘コスモス

◇最多盗塁数 11 個 H18 レインボー 対柏原ドルフィンズ

◇最多二塁打 5 本 H15 ホワイトホース 対河内長野レディース

◇最多三塁打 3 本 H14 箕面ＭＡＰＬＥ 対畷チャンピオン

◇最多本塁打 4 本 H12 枚方コスモス 対ギャラクシーズ

〈連続部門〉選手
◇連続無失点回数 24 回 H15 天羽幸子（箕面ＭＡＰＬＥ）

◇最多連続奪三振 4 個 H15 天羽幸子（箕面ＭＡＰＬＥ）

◇連続安打数 6 安打 H12 飯田芳美（ＫＹファミリーズ）
※連続無失点回数・連続安打数は１試合ではありません

〈大会部門〉
◇完全試合 H17 天羽幸子（箕面ＭＡＰＬＥ） 対ジョインズ

◇無安打無得点試合 H16 天羽幸子（箕面ＭＡＰＬＥ） 対谷川クラブ

◇満塁本塁打 H12 前本まどか（ギャラクシーズ） 対国分フレンズ

H18 天羽幸子（箕面ＭＡＰＬＥ） 対アルファーズ

H18 藤井麻妃（ひらしん） 対河内長野ブラスト

H18 酒本美香（オールオオサカ） 対チャレンジャーズ

◇サイクルヒット H16 山本智香子（箕面ＭＡＰＬＥ） 対日新倶楽部
※全員記載
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